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9. インドネシア産大豆の豆腐・ テンペヘの加工適性

〔要約〕インドネシア産大豆は、輸入米国産大豆と比ベタンパク質含量が高く、 豆腐加工適性に優れ
る。 テンペ加工においては、粒の大きい大豆ほど収量および官能評価も高く、百粒重が15g程度の品種
を用いれば、製品テンペの官能評価における輸入米国産大豆とインドネシア産大豆との明らかな差は認
められない。
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〔背景・ねらい〕

インドネシアでは、大豆から様々な伝統的な加工食品がつくられている。 豆腐や無塩発酵大豆 “ テン
ペ"、醤湘様発酵調味液 “ ケチャップ"、味噌様発酵大豆 ‘‘タウチョ ” 等の大豆食品は、食素材として、調
味科として、また貴重なタンパク源として、重要な役割を担っている。近年では、 それらの需要の伸び
とともに大豆の輸入量も急増し、総需要量のL/3 にも達している。このため、インドネシア産大豆の生産

振興のためには、インドネシア産大豆と輸入大豆の特性を調べて差異を明らかにするとともに、加工適
性の優れた大豆を生産する必要が生じて きた。そこで、インドネシア産大豆の品質•加工適正を評価した。

〔成果の内容• 特徴〕

インドネシア産大豆L4品種および米国産輸入大豆2点を入手し、百粒重、タンパク質含量、脂質含量
等を測定するとともに、 豆腐およびテンペ加工適性を評価し、インドネシア産大豆と輸入大豆の特性を
明らかにした。

I. インドネシア産大豆は、輸入米国産大豆に比べ、
は、輸入米国産大豆より小さいものが多い。

タンパク質含量が高く、脂質含量は低い。 百粒重

2. グ）レコノデルタラクトンを用いた 豆腐、インドネシアでよく見られる酢酸を用いた豆腐とも、豆腐の
硬さと豆腐の収檻の点でインドネシア産大豆が優位である （図I,2 )。

3. テンペ加工においては、粒の大きい大豆ほどテンペの収量（重さ、容量とも）が高く、官能評価も高
い。百粒重が15g程度の品種を用いれば、輸入米国産大豆とインドネシア産大豆との明らかな差は認
められない（図3)。

4. 以上の結果をもとに、豆閻およびテンペ加工に適する大豆を図に表す（固4)。

〔成果の活用面・留意点）

インドネシア産大豆の特性が明らかになり、 インドネシアにおける大豆栽培の振興に利用で きる。しか
し、今回の加工適性を評価したインドネシア産大豆は14点、輸入米国産大豆は2点に過ぎない。今後と

も、他の品種や新しい品種について加工適性評価を続けていく必要がある。
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図1

原料大豆のタンパク質含量（％）

原料大豆のタンパク質含量と豆腐
（充填豆腐タイプ）の硬さとの関係

● ：インドネシア産大豆
... : 輸入米国産大豆
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豆腐の硬さ(N)

図2酢酸を使用した豆腐（木綿豆腐タイプ）
の収量(g)と硬さ

原料大豆使用量： 200 g 
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凝固剤：
0.03M酢酸
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原料大豆の百粒重(g)

原料大豆の百粒重と製品テンペの官能評価
原料大豆使用量： JOO g。官能評価値：パネル

10人，平均値土標準偏差，総合評価，I (悪い）
~3(普通）~5(良い）。異なる文字のついた値の
間には5%水準で有意差あり。
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インドネシア産大豆の豆腐および
テンペヘの加工適性

インドネシアにおける地域農産物の品質評価および有効利用
国際研究〔地域農業〕
平成12年度(10 ~ 12年度）
新国佐幸、Ginting, E., Antarlina, S.S., Utomo, J. S.
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